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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｕ
 

ｓ
ａ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
４
９
２
Ｋ

【
作
者
名
】

　
緒
里

【
あ
ら
す
じ
】

　
僕
が
、
梟
の
鳴
き
声
に
誘
わ
れ
て
外
に
出
た
ら
、
彼
女
は
い
た
。

真
っ
黒
の
マ
ン
ト
に
身
を
包
ん
で
。
　
そ
し
て
、
僕
に
言
っ
た
ん
だ
。

「
赤
い
月
は
、
戦
い
の
コ
イ
ン
」
と
・
・
・

何
の
こ
と
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
か
っ
た
。
　
・
・
・
ま
だ
。

で
も
、
後
に
彼
女
と
僕
は
、
「
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
　
ｓ
ａ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
」
と
呼
ば
れ
る
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よ
う
に
な
る
。

「
赤
い
月
夜
の
勇
者
」
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ア
ゼ
ン
タ
ー
に
な
る
（
前
書
き
）

頭
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
を
と
に
か
く
繋
げ
て
み
ま
し
た
。
　
感
想
、
指
摘
、
お
願

い
し
ま
す
。
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ア
ゼ
ン
タ
ー
に
な
る

「
お
は
よ
う
」

「
オ
ッ
ス
！
」

「
宿
題
し
た
ー
？
」

色
々
な
雑
音
の
楽
園
。
　
　
　
中
学
校

そ
の
中
に
僕
は
い
る
。
　
雑
音
の
一
因
で
あ
る
、
僕
。
椅
子
を
倒
し
、
声
を
張

り
上
げ
る
。
　
そ
れ
は
、
大
切
な
僕
の
日
常
だ
。

「
ま
ー
君
。
」

あ
ぁ
、
今
日
も
い
た
。
　
沢
口
由
衣
、
中
２
、
、
、
簡
単
に
言
う
と
、
「
才
色

兼
備
」
だ
ろ
う
。

「
ん
ん
。
　
は
よ
。
　
由
衣
ち
ゃ
ん
、
か
わ
い
い
ね
ぇ
ー
」

「
も
ぉ
ー
。
　
ま
た
ぁ
～
　
そ
う
い
う
事
、
言
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」

「
あ
ぁ
・
・
い
い
じ
ゃ
ん
よ
ぉ
～
」

我
な
が
ら
、
い
ち
ゃ
い
ち
ゃ
し
す
ぎ
だ
と
思
う
。
　
け
ど
、
し
ょ
う
が
な
い
ん

だ
。
こ
れ
が
、
「
僕
」
だ
か
ら
・
・
・

そ
う
や
っ
て
、
朝
を
過
ご
し
、
昼
を
過
ご
す
。
　
友
達
と
馬
鹿
や
っ
て
、
由
衣

ち
ゃ
ん
と
べ
た
べ
た
し
て
。

で
も
、
学
校
じ
ゃ
馬
鹿
で
、
軽
く
、
人
気
者
の
僕
も
本
当
は
、
す
ご
く
冷
め
た

ヤ
ツ
・
・
な
ん
だ
。
　
で
も
、
で
も
、

本
当
は
、
「
石
化
音
」
の
メ
ン
バ
ー
　
　
「
ク
ー
ゼ
ッ
ト
」
な
ん
だ
よ
な
・
・

　
そ
し
て
、
今
日
も
。

「
う
っ
し
ゃ
。
　
一
丁
行
く
か
！
」

黒
い
マ
ン
ト
を
身
に
纏
い
、
［
Ｔ
Ｈ
Ｅ
 

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
］
へ
飛
ぶ
。
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説
明

「
石
化
音
」
は
、
と
あ
る
廃
ビ
ル
の
３
階
に
本
部
を
設
け
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー

は
、
僕
を
入
れ
て
多
分
、
７
人
。

リ
ー
ダ
ー
の
「
ユ
ウ
ウ
」
　
大
２

　情
報
収
集
の
「
ま
を
」
　
高
３

計
画
を
立
て
る
「
法
」
　
高
３

実
戦
部
隊
の
「
ナ
オ
」
、
「
い
お
」
、
「
壱
拾
」
こ
の
三
人
は
高
２

そ
し
て
、
「
僕
」
こ
と
「
ヨ
シ
」
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
幽
霊
部
員
的
存
在
の
奴
ら
が
い
る
ら
し
い
が
、
事
実
、
分
か

ら
な
い
。

 
そ
し
て
、
も
う
一
つ
分
か
ら
な
い
こ
と
と
言
え
ば
、
僕
の
存
在
。
　
ナ
ゼ
僕

に
は
仕
事
が
無
い
の
か
・
・
・
分
か
ら
な
い
。

け
れ
ど
も
、
「
ユ
ウ
ウ
」
に
よ
れ
ば
、
も
う
す
ぐ
訓
練
を
始
め
る
と
い
う
。
　

ま
ぁ
い
い
ん
だ
け
ど
ね
。

 
こ
の
「
石
化
音
」
の
メ
ン
バ
ー
は
昔
か
ら
の
仲
・
・
・
と
い
う
訳
で
は
な
く
、

招
待
さ
れ
た
人
の
集
ま
り
だ
と
い
う
。
僕
ら
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
に
よ
っ

て
無
差
別
に
集
め
ら
れ
た
奴
ら
だ
。

で
は
な
い
よ
う
だ
が

も
っ
と
、
細
か
く
説
明
し
て
み
る
と
、
僕
ら
の
世
界
に
は
［
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｅ

Ｋ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
］
と
呼
ば
れ
る
、
た
く
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
［
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｋ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
］
は
、
簡
単
に
説
明
す
る
と
「
何
で
も
屋
」
、
「
金
で
動
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く
連
中
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
［
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
］
の
頂
点
に
登
り
つ
め
た
者
の
、

「
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｕ
　
ｓ
ａ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
」
と
言
わ
れ
る
。

　
　
　
「
赤
い
月
夜
の
勇
者
」
と
い
う
意
味
で
、
た
く
さ
ん
の
奴
ら
に
崇
拝
さ

れ
、
尊
敬
さ
れ
・
・
・
一
生
贅
沢
に
暮
ら
せ
る
と
か
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
か

っ
た
か
な
？

僕
ら
の
説
明
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
な
。



7

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
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発
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